


１． 会社の概要 

⑴ 会社名 

日本盛株式会社 本社工場 

⑵ 資本金 

100,000 千円 

 

２． 当該事業場において現に行っている事業の概要 

⑴ 従業員数 

169 人 

⑵ 製造品出荷額 

66 億円／年 

⑶ 会社概要 

清酒その他種類の製造並びに販売 

清酒販売量 16,000kl 

 

⑷ 生産（廃棄物処理）フローシート 

図１～２参照 

分別のみ実施し、業者委託を行っている。 

 

３． 計画期間 

令和 4 年 4 月 1 日から令和 5 年 3 月 31 日まで 

 

４． 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

⑴ 責任者及び管理責任者 

総括責任者 生産本部⾧ 

廃棄物担当 
廃棄物管理責任者   生産管理部⾧ 

組織人数：３人 

役 
 

割 

廃棄物処理 

総括責任者 

廃棄物処理方針の策定 

廃棄物管理規定の策定・改廃 

廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認 

廃棄物管理責任者 

生産管理部部⾧ 

廃棄物処理計画の作成 

廃棄物管理状況の把握と改善策の検討 

産業廃棄物処理施設の運転・維持管理状況の把握 

処理業者・再生利用行の調査・選定及び管理 

委託契約の締結 

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理 



監督官庁への各種報告 

社員・関連会社に対する教育・啓発 

その他関係する事項 

 

⑵ 管理体制 

① 生産管理部が、分別及び処理の適合性について、社内及び社外の窓口として 

機能する。 

⑶ 教育 

廃棄物の削減と再資源化には、重点項目として継続的に社員教育を実施する。 

 

５． 廃棄物の処理・抑制に関する事項 

＊排出の抑制、分別、再整理ように関する事項を含む。 

⑴ 基本的事項 

① 産業廃棄物の適正処理を確保しるため、関連する保冷、その他規則を遵守する

とともに行政の環境施策に協力する。 

② 発生する産業廃棄物は自ら処理することを原則とし、処理業者に委託する場合

は、収集運搬から処分に至るまで確認し適格に管理する（廃棄物マニフェスト

管理手順書に従う） 

③ 最終処分量の削減、再生利用の拡大等について、数値目標及びその達成時期を

定め実施する。毎月廃棄物を集計し、目標数量を確認する。 

 

産業廃棄物（中間）処理施設の設置状況 

 
処理対象 

産業廃棄物 
処理方法 

処理能力 

脱水前 
設置年月 設置場所 

遠心分離機 

（脱水） 
洗米排水 遠心分離 20t/h H30 年 12 月 工場内東側 

 

６． 産業廃棄物の分別に関する事項 

＜具体的取組＞ 

 廃棄物分別管理手順書を見直し、全従業員に対して廃棄物の分別管理を徹底し、リサ

イクル率のアップに取り組む。 

 

７． 産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 ペットボトル・酒紙容器の廃棄物全量について再生利用の継続をする。 

 プラスチック計の分別および再生利用を拡充する。 

 



８． 産業廃棄物の中間処理（再生利用を除く）に関する事項 

 洗米排水のみ中間処理を実施しているが、減量化についての具体的な取組を検討す

る。 

９． 産業廃棄物の最終処分に関する事項 

 産業廃棄物最終処分量の削減は、発生量抑制と再生利用の具体的取組が重要であり

現在実施中である。 


















